
本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し
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国
内
に
お
け
る
観
光
旅
行
の
促
進
に
資
す
る
施
設

の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

四
条
関
係
）

利
用
者
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
適
当

な
規
模
の
対
面
に
よ
る
情
報
提
供
及
び
サ
ー
ビ
ス

の
手
配
の
た
め
の
設
備
並
び
に
適
当
な
規
模
の
待

合
い
の
用
に
供
す
る
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
機
能
を
有
し
、か
つ
、

こ
れ
ら
の
業
務
を
複
数
の
外
国
語
に
よ
り
行
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。

イ

我
が
国
に
お
け
る
各
地
域
の
観
光
の
魅
力
に

関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
視
聴
覚
的
効
果
を
生

じ
さ
せ
る
表
現
そ
の
他
の
効
果
的
な
方
法
に
よ

り
提
供
す
る
業
務

ロ

目
的
地
に
到
達
す
る
ま
で
の
経
路
及
び
交
通

手
段
並
び
に
目
的
地
に
お
け
る
観
光
資
源
、
交

通
、
宿
泊
、
食
事
そ
の
他
の
事
項
（
以
下
「
観

光
資
源
等
」
と
い
う
。）に
関
す
る
情
報
に
つ
い

て
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
を
考
慮
し
た
適
切

な
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
業
務

ハ

利
用
者
の
関
心
に
応
じ
て
、
旅
行
の
目
的
地

及
び
日
程
並
び
に
旅
行
者
が
提
供
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
関
す
る
事
項

を
定
め
た
旅
行
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
提
案

す
る
業
務

宿
泊
施
設
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

全
て
の
客
室
の
床
面
積
の
合
計
が
お
お
む
ね
一

〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

次
に
掲
げ
る
事
項
が
、
国
内
外
の
宿
泊
施
設
に

お
け
る
客
室
の
実
情
を
踏
ま
え
、
利
用
者
の
需
要

の
高
度
化
及
び
多
様
化
を
勘
案
し
て
適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。

イ

客
室
の
う
ち
最
小
の
も
の
の
床
面
積

ロ

独
立
的
に
区
画
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
の

居
間
及
び
寝
室
を
有
す
る
客
室（
以
下「
ス
イ
ー

ト
ル
ー
ム
」
と
い
う
。）の
う
ち
最
小
の
も
の
の

床
面
積

ハ

客
室
の
総
数
に
占
め
る
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
の

割
合

ニ

観
光
旅
行
を
行
お
う
と
す
る
者
の
需
要
に
応

じ
て
、
目
的
地
に
到
達
す
る
ま
で
の
旅
客
及
び

手
荷
物
の
運
送
並
び
に
目
的
地
に
お
け
る
観
光

資
源
等
に
係
る
予
約
、
料
金
の
支
払
そ
の
他
の

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
手
配
を
一
元
的
に
行
う
業

務

２

カ
ジ
ノ
事
業
及
び
カ
ジ
ノ
事
業
者

カ
ジ
ノ
事
業
の
免
許
等

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
以
下「
法
」

と
い
う
。）第
四
一
条
第
一
項
第
七
号
等
の
政
令
で

定
め
る
面
積
は
、
特
定
複
合
観
光
施
設
の
床
面
積

の
合
計
の
一
〇
〇
分
の
三
の
面
積
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
六
条
関
係
）

免
許
等
及
び
認
可
主
要
株
主
等
に
係
る
認
可
の

欠
格
事
由
に
係
る
罪
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第

七
条
及
び
第
八
条
関
係
）

カ
ジ
ノ
事
業
者
が
行
う
業
務

入
場
者
か
ら
除
か
れ
る
者
は
、
業
務
又
は
公
務

と
し
て
カ
ジ
ノ
行
為
区
画
に
入
場
し
、
又
は
滞
在

す
る
者
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
関
係
）

入
場
規
制
の
例
外
と
な
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ

る
場
合
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
条
関
係
）

イ

法
第
六
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
が
業
務
と

し
て
法
第
二
条
第
一
〇
項
第
三
号
に
掲
げ
る
区

画
に
入
場
し
、
又
は
滞
在
す
る
場
合

ロ

法
第
六
九
条
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る

者
が
業
務
と
し
て
カ
ジ
ノ
施
設
に
入
場
し
、
又

は
滞
在
す
る
場
合

ハ

法
第
六
九
条
第
一
号
、
第
四
号
又
は
第
五
号

に
掲
げ
る
者
が
公
務
と
し
て
カ
ジ
ノ
施
設
に
入

場
し
、
又
は
滞
在
す
る
場
合

供
託
が
必
要
と
な
る
基
準
日
特
定
資
金
受
入
残

高
の
最
低
額
は
、
一
、
〇
〇
〇
万
円
と
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
一
条
関
係
）

特
定
資
金
受
入
保
証
金
及
び
特
定
資
金
受
入
要

供
託
額
並
び
に
債
権
を
譲
り
受
け
た
者
へ
の
規
制

に
関
す
る
技
術
的
読
替
え
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
二
条
及
び
第
一
三
条
関
係
）

契
約
を
締
結
し
て
は
な
ら
な
い
相
手
方
の
要
件

に
係
る
罪
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
四
条
関

係
）外

国
人
旅
客
の
乗
降
、
待
合
い
そ
の
他
の
用
に

供
す
る
施
設
は
、
航
空
法
第
二
条
第
一
九
項
に
規

定
す
る
国
際
航
空
運
送
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
空

港
内
の
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
又
は
海
上
運
送
法

第
一
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
対
外
旅
客
定

期
航
路
事
業
若
し
く
は
本
邦
の
港
と
本
邦
以
外
の

地
域
の
港
と
の
間
に
お
け
る
人
の
運
送
を
す
る
同

法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
不
定
期
航
路
事
業

の
用
に
供
さ
れ
る
港
湾
内
の
旅
客
施
設
（
こ
れ
ら

の
施
設
の
う
ち
、
外
国
人
旅
客
が
入
国
に
際
し
次

に
掲
げ
る
処
分
に
係
る
手
続
を
完
了
す
る
ま
で
滞

在
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
に
限
る
。）と
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
一
五
条
関
係
）

イ

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
三
条
第
一

項
第
二
号
に
規
定
す
る
上
陸
の
許
可
等

ロ

関
税
法
第
六
七
条
の
許
可

◇
金
融
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
七

〇
号
）（
金
融
庁
）

１

総
合
政
策
局
に
公
文
書
監
理
官
を
設
置
し
、
そ
の
所

掌
事
務
を
規
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
関
係
）

２

総
合
政
策
局
に
置
か
れ
る
参
事
官
の
う
ち
１
人
の
設

置
期
間
を
平
成
三
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
改
め
る
こ

と
と
し
た
。（
附
則
第
六
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
の
一
部
の
施
行
期
日

を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
七
一
号
）（
特
定
複
合
観
光
施

設
区
域
整
備
推
進
本
部
）

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
〇
年
法
律

第
八
〇
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行

期
日
は
、
平
成
三
一
年
四
月
一
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
施
行
令
（
政
令
第
七

二
号
）（
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
推
進
本
部
）

１

特
定
複
合
観
光
施
設

国
際
会
議
場
施
設
の
基
準
は
、
主
と
し
て
国
際
会

議
の
用
に
供
す
る
室
の
う
ち
そ
の
収
容
人
員
が
最
大

で
あ
る
も
の
の
収
容
人
員
（
以
下
「
最
大
国
際
会
議

室
収
容
人
員
」
と
い
う
。）が
お
お
む
ね
一
、
〇
〇
〇

人
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
主
と
し
て
国
際
会
議
の
用

に
供
す
る
全
て
の
室
の
収
容
人
員
の
合
計
が
最
大
国

際
会
議
室
収
容
人
員
の
二
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
条
関
係
）

展
示
施
設
、
見
本
市
場
施
設
そ
の
他
の
催
し
を
開

催
す
る
た
め
の
施
設
の
基
準
は
、
次
の

か
ら

ま

で
に
掲
げ
る
最
大
国
際
会
議
室
収
容
人
員
の
区
分
に

応
じ
、
主
と
し
て
展
示
会
、
見
本
市
そ
の
他
の
催
し

の
用
に
供
す
る
全
て
の
室
の
床
面
積
の
合
計
が
当
該

か
ら

ま
で
に
定
め
る
面
積
以
上
で
あ
る
こ
と
と

し
た
。（
第
二
条
関
係
）

お
お
む
ね
一
、
〇
〇
〇
人
以
上
三
、
〇
〇
〇
人

未
満

お
お
む
ね
一
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル

お
お
む
ね
三
、
〇
〇
〇
人
以
上
六
、
〇
〇
〇
人

未
満

お
お
む
ね
六
万
平
方
メ
ー
ト
ル

お
お
む
ね
六
、
〇
〇
〇
人
以
上

お
お
む
ね
二

万
平
方
メ
ー
ト
ル

我
が
国
の
観
光
の
魅
力
の
増
進
に
資
す
る
施
設

は
、我
が
国
の
観
光
の
魅
力
の
増
進
に
資
す
る
劇
場
、

演
芸
場
、
音
楽
堂
、
競
技
場
、
映
画
館
、
博
物
館
、

美
術
館
、
レ
ス
ト
ラ
ン
そ
の
他
の
施
設
と
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）
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